
４つの医療機能及びそれぞれに属する患者像例

医療機能の内容 患者像の例

高度急性期
• 急性期の患者に対し、状態の早期安定化
に向けて、診療密度が特に高い医療を提
供する機能

• くも膜下出血に対して、脳動脈瘤クリッピング術を行った。人工呼吸器を装着し、
また点滴、動脈圧測定、導尿カテーテル、鼻腔栄養、ドレーンなど複数の管が
入っている。呼吸、脈拍、血圧、体温、尿量等を１～２時間おきにみて全身状態
を観察しながら、集中治療を行っている。

• 心不全に対して、非侵襲的人工呼吸器による呼吸補助を行い、肺動脈圧測定
カテーテルや心エコー、血液検査、レントゲン等で綿密な評価を行いながら、利
尿剤等による治療を実施している。

急性期
• 急性期の患者に対し、状態の早期安定化
に向けて、医療を提供する機能

• 膵臓がんの術後、点滴、腹腔ドレーン、導尿カテーテルなどの複数の管が入っ
ている。呼吸、脈拍、血圧、体温、尿量等をみて全身状態を観察している。また、
手術創や体内に入れた管から出てくる体液を観察している。術後疼痛により
ナースコールがあった場合は鎮痛剤の追加を行っている。また週に２回ほど血
液検査を実施している。

• 慢性閉塞性肺疾患の急性増悪に対して、非侵襲的人工呼吸器による換気補
助療法を実施していたが、脱した。鼻カニューレによる持続酸素吸入療法、ス
テロイド薬の全身投与及び気管支拡張薬の吸入による薬物療法を行っている。

回復期

• 急性期を経過した患者への在宅復帰に向
けた医療やリハビリテーションを提供する
機能

• 特に、急性期を経過した脳血管疾患や大
腿骨頚部骨折等の患者に対し、ＡＤＬの向
上や在宅復帰を目的としたリハビリテー
ションを集中的に提供する機能（回復期リ
ハビリテーション機能）

• 尿路感染症に対し、抗菌薬治療を行った。解熱し、尿路感染症は改善したが、
高齢でもあり、経口摂取が不十分で、全身状態の回復が遅れている状態。補
液を行いつつ、在宅復帰に向けての治療を行っている。

• 大腿骨頚部骨折のため、急性期病院で手術を行った後、回復期リハビリテー
ション病棟のある病院へ転院した。在宅復帰に向けて１日６単位（１２０分）のリ
ハビリテーションを行っている。

慢性期

• 長期にわたり療養が必要な患者を入院さ
せる機能

• 長期にわたり療養が必要な重度の障害者
（重度の意識障害者を含む）、筋ジストロ
フィー患者又は難病患者等を入院させる
機能

• 脳幹出血のため、急性期病院へ入院した。意識障害及び人工呼吸器による呼
吸補助が長期化し、気管切開を行った。意識障害が続き、さらに長期にわたる
療養が必要なため、療養病床のある病院へ転院し、経鼻胃管にて栄養剤を注
入している。

• 先天性ミオパチーにより幼児期より入院し、寝たきりで体動は少ないが意識清
明。気管切開をし、1日数回の喀痰吸引が必要。胃瘻を造設し、栄養剤を１日3
回注入している。
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